
天徳寺

総門
（1602年頃に建造された境内最古の建築物）

所在地 秋⽥県秋⽥市泉三嶽根10-1
位置 北緯39度44分19.19秒

東経140度7分12.09秒
⼭号 萬固⼭
宗派 曹洞宗
本尊 聖観⾳
創建年

天徳寺

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

この記事には複数の問題があります。改善 
(https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%A4%A9%
E5%BE%B3%E5%AF%BA&action=edit)やノートページでの議論
にご協⼒ください。 

◾ 出典は脚注などを⽤いて記述と関連付けてください。（2018年6
⽉）

◾ 脚注による出典や参考⽂献の参照が不⼗分です。脚注を追加し
てください。（2018年6⽉）

◾ 信頼性について検証が求められています。確認のための情報源
が必要です。（2018年6⽉）

◾ 信頼性に問題があるかも知れない資料に基づいており、精度に
⽋けるかもしれません。（2018年6⽉）

◾ 独⽴記事作成の目安を満たしていないおそれがあります。（2018
年6⽉）

天徳寺（てんとくじ）は、秋田県秋田市にある曹洞宗の

寺院。本尊は聖観音。久保田藩（秋田藩）主佐竹氏の菩

提寺である。秋田県指定史跡。
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1462年（寛正3年）常陸太⽥に建
⽴

開基 佐⽵義⼈
中興年 1602年（慶⻑7年）秋⽥に移転
中興 佐⽵義宣
⽂化財 本堂、書院、⼭門、総門、佐⽵家

霊屋（重要⽂化財）
地図

法⼈番号 9410005000895 
(https://www.houjin-
bangou.nta.go.jp/henkorireki-
johoto.html?
selHouzinNo=9410005000895)

1462年（寛正3年）、当時の佐竹家当主佐竹義人（義憲）

が夫人（佐竹義盛娘）を弔うため、常陸国久慈郡太田村

（茨城県常陸太田市）に創建した。1590年（天正18

年）、水戸霊松山（水戸市宮町、現在の水戸東照宮所在

地）へ移転。1602年（慶長7年）、佐竹氏の転封に伴い、

出羽国秋田郡楢山村の楢山（現在の金照寺山）に移る。

1624年（寛永元年）12月27日[1]、火災により総門を残し

て全焼したため、翌年5月[1]に現在地である秋田郡泉村の

泉山に移された。この際、焼失を免れた総門も移築され

ている。その後1676年（延宝4年）12月[1]に再び火災が起

こり、総門と山門を残して全焼。9年の月日をかけて再建

され、現在に至る。

また1672年（寛文12年）には本堂西の墓所に佐竹家の霊

屋（たまや）が建てられ、歴代久保田藩主と夫人の霊が

祀られている。1998年（平成15年）東京の総泉寺にあっ

た正室や側室などの墓も移された。

1990年に本堂、書院、山門、総門の4棟と佐竹家霊屋が

重要文化財に指定された他、「十六羅漢像」など多くの

寺宝が秋田県・秋田市の文化財に指定されている。これ

らの寺宝は毎年8月17日・18日に虫干しを兼ねて無料で一

般公開される。

天徳寺が水戸から秋田へ移った際、水戸でも衣鉢を受け継ぐ寺があり、岱宗山天徳寺を名乗った。当初は

現在の祇園寺（水戸市八幡町）の地にあり、徳川光圀によって河和田村（水戸市河和田町）の伝舜院跡へ

移転され現在に到っている。

⽔⼾天徳寺 三門 ⽔⼾天徳寺 本堂 
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◾ 本堂 - 1687年（貞享4年）の建⽴。⼊⺟屋造、茅葺き、間⼝約30メートルの⼤建築。内部は左右4
室・前後2列の8室に分かれ、前⾯に板敷きの内縁がある。建物の正⾯右側に⽞関、背⾯左側に開⼭堂
が付属する。

◾ 書院 - 本堂の東に接する。本堂より時代が下り、1806年（⽂化3年）の建⽴。寄棟造、鉄板葺き。藩
主の墓参時の休憩に⽤いられた上段の間がある。

◾ ⼭門 - 1709年（宝永6年）の建⽴。三間⼀⼾（柱間が3間で中央1間を通路とする）、⽡葺きの楼門
（2階建て門）。

◾ 総門 - 境内⼊⼝に建つ。切妻造⽡葺きの四脚門。本堂等から離れて建つため1676年（延宝4年）の⽕
災をまぬがれたものと思われ、寺が常陸から秋⽥へ移転した慶⻑年間（17世紀初頭）の建⽴と推定さ
れる。

◾ 佐⽵家霊屋 - 本堂⻄側の墓域にある。⼊⺟屋造、鉄板葺き。歴代秋⽥藩主の霊を祀る建物で、3代藩
主佐⽵義処（よしずみ）が1672年（寛⽂12年）に建⽴した。

◾ 絹本著⾊⼋幡太郎義家・新羅三郎義光像

近世期の肖像画。ニ幅の画⾯に源義家・源義光の姿が描かれた対幅像。寸法は義家像が
⽴て98.9センチメートル、横53.2センチメートル。義光像は⽴て98.6センチメート
ル、横53.5センチメートル。佐⽵⽒の始祖である義家・義光を描き武家権威の誇⽰と
佐⽵⽒の先祖崇拝を⽰す像とし注目されている。ともに⼤鎧姿で⼿には扇を持ち、義家
は折烏帽⼦、義家は⽴烏帽⼦を被った姿で描かれている。

秋田県秋田市泉三嶽根10-1 

JR東日本秋田駅西口バスターミナル8番線から、秋田中央交通バス『添川線』『神田旭野線』『神田土崎

線』にて約15分、天徳寺前バス停下車
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公道から総門を⾒る
（2014年6⽉10⽇撮
影） 

参道から総門を⾒る
（2014年6⽉10⽇撮
影） 

総門から⼭門を⾒る
（2014年6⽉10⽇撮
影） 

参道から⼭門を⾒る
（2014年6⽉10⽇撮
影） 

参道から本堂を⾒る
（2014年6⽉10⽇撮
影） 

◾ 秋⽥市平和公園

◾ 秋⽥⼤学

1. ^ a b c 広報あきた 627号 
(http://www.city.akita.akita.jp/koho/data/html/0627/0627̲03̲02.htm)

◾ 天徳寺フィールドワーク (http://www.kensoudan.com/firu-naka-e/tenntokuzi2.html)

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=天徳寺&oldid=68928093」から取得

最終更新 2018年6⽉17⽇ (⽇) 12:51 （⽇時は個⼈設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表⽰-継承ライセンスの下で利⽤可能です。追加の条件が適⽤され
る場合があります。詳細は利⽤規約を参照してください。
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